
事例４ 生徒の学習過程の見取りを工夫した事例  

〇学年    第１学年 

〇主な領域  地球 ⑵大地の成り立ちと変化 

〇事例のポイント 

①生徒の学習成果を把握し、必要に応じて適切なフィードバックを行うとともに、教師自身が

授業への自己評価を行い、授業改善を行う。 

②単元の学習についての本質的な問いへの回答や授業ごとの振り返りから生徒の学習目標を

把握し、単元の指導計画を改善する。 

③生徒の学習成果や学習目標から授業における支援計画を立て、実際に授業における生徒の学

習を見取り、状況を判断しながら適切に支援する。 

④ＩＣＴ端末を活用し、学習内容について詳しく調べたり、観察結果を共有したりする。 

※本事例では、単元の１時間目終了時点での生徒のＯＰＰシートへの記述を基に、単元計画

を修正している。生徒の学びや「学習目標」を把握し、それらを根拠にしながら教師が授

業改善を目指すことが大切である。本事例で示す順序で指導することを勧める事例ではな

いことに留意されたい。 

１ 単元名 「火山活動と火成岩」 第１学年 

  
２ 単元について 

  本単元では、地球内部の働きに起因する最も身近な事物・現象として火山を

取り上げる。このなかで、マグマの粘性などの性質と火山活動、火成岩の組織

の違いとその成因を関連付けて理解させることが指導目標として挙げられる。

これらの指導目標を、生徒が見いだした問題や学びのなかで感じた疑問を基に

形成する生徒の学習目標と照らし合わせながら単元の学びを展開していく。し

かし、生徒それぞれの興味・関心や素朴概念、学びを通して形成されていく考

え方を基に、多様な「学習目標」が生徒のなかで形成される。それらを、 
一枚ポートフォリオシート（One Page Portfolio Sheet、以下ＯＰＰシートと略記）を活用し、

見取っていく。生徒の記述から可視化された生徒の「学習目標」を教師が把握して、「指導目標」

との関連を確認しながら、生徒主体の授業への改善を目指して可能な範囲で適宜、単元計画を

修正していく。そのなかで、地形の変化や火山活動について時間的・空間的な見方を中心に捉

えさせながら、見通しをもって観察、実験などを行い、観察記録や資料から関連を見いださせ

ていく。これらの学びを通して、火山と地球、火山と私たちの生活との関わりを含めて、科学

的な概念を獲得させていくことを目指す。 
 
３ 単元の目標 

   この単元では、地球内部の働きに起因する最も身近な事物・現象として火山を取り上げ、問

題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、観察記録や資料から地下のマグマの性質

と関連付けて、火山の形、活動の様子及びその噴出物を地下のマグマの性質と関連付けて理解

させる。 
 
４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
大地の成り立ちと変化を地表に見
られる様々な事物・現象と関連付け
ながら、火山活動と火成岩について
の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験など
に関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。 

火山について、問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験
などを行い、火山について地
下のマグマの性質と火山の
形との関係性などを見いだ
して表現しているなど、科学
的に探究している。 

火山に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしてい
る。 

 

事例のポイント②  
ＯＰＰシートを活用し

た学習成果の見取り 

（解説Ｐ83）中段「ここでは」以降の文を参考 

（解説Ｐ83）下段「ここでは」以降の文を参考 



５ 指導と評価の計画（記録：全生徒の学習状況の記録をとり、総括につなげるもの） 
⑴ 当初、教師が立案していた単元計画 
時

間 ねらい・学習活動 重

点 
記

録 備考 

１ 

・「地球とは何だろうか」について、単元学習前の回答

を記入する。 
 
・「火山」について、学習や生活から知っていることを

共有し、疑問や調べたいことを明らかにする。 
・様々な火山の形が分かる写真や火山の噴火の様子の

動画を視聴し、気付いたことを記録する。 

態  

・火山についての既有知

識や火山の写真や動画

から、問題を見いだし

て科学的に探究しよう

としている。 

２ 

・モデル実験を行い、噴火によって火山が形成され、マ

グマの粘性によって形が異なることを見いだす。 
・マグマの粘性によって、噴火の様子や火山噴出物の様

子が異なることを理解する。 
思 〇 

・モデル実験の結果を基

に火山の形の違いをマ

グマの粘性と関連付け

て考察している。（実験

レポート） 

３ 

・火山噴出物とマグマの関係について理解する。 
・色合いの異なる火山灰の観察を行い、粒の形や色に着

目して観察する。 
・火山灰に含まれる粒の特徴と火山の形の特徴を関連

付けて考察する。 

知  

・火山灰に含まれる鉱物

を粒の形や色に注目し

て記録している。 

４ 

・スケッチなどで観察結果を記録することができる。 
・マグマが冷えてできた岩石が火成岩であることを理

解する。 
・火成岩の観察を色や組織に注目して行う。 

知 〇 

・火成岩の色の違いや組

織の違いに注目し記録

している。 
（観察レポート） 

５ 

・火成岩の組織の違いを前時の観察結果から確認する。 
・結晶づくりの実験を行い、実験結果からマグマが冷え

固まるまでの時間によって組織のでき方が異なるこ

とを見いだす。 
・火成岩をマグマの粘性、含まれる鉱物、マグマが冷え

固まるまでの時間などに着目し、図にまとめる。 

 
知 
・

思 

 

・火成岩を特徴や成因に

着目し、図にまとめて

いる。 
・モデル実験の結果を基

に、火成岩の組織の違

いをマグマが冷え固ま

るまでの時間と関連付

けて考察している。 

６ 

・自分自身で課題を設定し、追究する。 
※これまでの学習のなかで、個々の生徒が疑問におも

っていることや教師が想定していない学習目標につ

いて各自で探究する。 
 

態  

・自分で定めた課題を追

究するために、主体的

に学習を進めようとし

ている。 

７ 

・火山が地球や私たちに何をもたらしているのかを恵

みや災害の観点から調べ、まとめる。 
・調べた内容とこれまでの学習から「火山」をテーマに

したレポートを書く。 態 ○ 

・火山と地球、私たちの

関わりやこれまでの学

習事項を基に、自らの

学びをレポートにまと

め、振り返ろうとして

いる。 
（振り返りレポート） 

 

 

 

 

編Ｐ76指導計画作成の留意事項⑺ 

編Ｐ76指導計画作成の留意事項⑵ ⑹ 



⑵ 第１時終了時に生徒のＯＰＰシートから見取った学習目標の類型と改善した単元計画 
第１時にて、「火山」についての既有知識や疑問を学級で共有した跡、火山の形が分かる写真

や火山の噴火の様子の動画を視聴した後に、生徒がＯＰＰシートに記入した内容である。それ

ぞれの生徒の記述から教師がどのように生徒の学習目標を見取ったかについて具体的な例を

挙げて述べる。なお、赤字は教師のフィードバックである。 
 

①火山噴出物に関するもの 
   生徒Ａは教科書の記載と自分の知識のズレ

を疑問として記入している。この記述から火山

が噴火することによってマグマが出てくると

いう素朴概念をもっていることが分かり、マグ

マが物質なのか、火（炎）なのかに迷いを感じ

ている。生徒自身がマグマについても科学的に

正しい知識を有しているかどうか、有していな

い場合にも学習を進める視点になるように、

「マグマとは何か」という問いをフィードバッ

クすることで、学習を促進することをねらって

いる。      
   また、生徒Ｂは学級での共有のなかででてき

た火山の噴火によって、様々な火山噴出物が出

てくることを認識している。しかし、共有のな

かで様々な名称が表れ、具体的に何を示してい

るのか、どんな違いがあるのかが区別しきれな

かったことが見取れる。具体的に「何がでてく

るの（か）？」と問いを立てられているので、

そこで問いがたてられている自覚を促すフィ

ードバックを行った。また、実際の授業で火山

噴出物に触れさせるときにそれぞれの共通点

や差異点に気付けているかどうかを見取り、必

要な場合は支援として比較しながら観察する

ことを促す。             
   これらの生徒以外にも、以下に示すような火山噴出物に関する記述があり、学級全体として、

火山の写真で示した火山の形の違いよりも、火山の噴火の動画で示した火山噴出物に興味・関

心が高いことが見取れる。 
  ＜その他の生徒の記述＞ 
  ・火山が噴火したときに出てくるものは火なのか  ・火山灰は何が燃えてできるのか 
  ・富士山が噴火すると埼玉まで岩が飛んでくるのか ・マグマと溶岩は何が違うのか 
  ・関東ローム層と火山にどんな関係があるのか   ・火山灰をもう一度観察したい  

 
 ②火山のつくりに関するもの           

    生徒Ｃは火山と火山ではない山との違いに

疑問を抱いている。この疑問は噴火によって

火山が形成されることにつながる疑問である。

また、教師が指導事項の１つとして捉える、

マグマの粘り気と火山の形の違いにつながる

問いである。そこで、生徒Ｃ自身の考えを表

出させ、予想につながるようにフィードバッ

クを行った。 
   この生徒以外には以下に示すような火山の

つくりに関する記述があった。           

事例のポイント①  
ＯＰＰシートの記述からの学習成果の見取り 

事例のポイント③  
ＯＰＰシートの記述からの支援計画の立案 

生徒ＡのＯＰＰシートの記述 

生徒ＢのＯＰＰシートの記述 

生徒ＣのＯＰＰシートの記述 



 ＜その他の生徒の記述＞ 
  ・火山はどうやってできるのか    ・火山は最初から噴火するのか 
 

 ③火山の分布に関するもの 
 生徒Ｄは世界に火山がたくさんあること、

日本が火山大国であることを学び、そこから

「日本が火山大国であるのはなぜか」という

問いを立てられている。また、世界の火山に

も興味・関心が向けられている。この学習目

標で学習を進めれば、プレート境界と火山の

関係についての学びが深まっていくと考えら

れる。そこで、日本に限らず世界的な火山の

分布を捉えられるようにフィードバックを行

った。  
 この生徒以外には以下に示すような火山の分布に関する記述があった。 

＜その他の生徒の記述＞ 
 ・世界にはどんな火山があるのか 
   
④単元の指導計画の見直し 
 ＯＰＰシートの記述分析から、学級の多くの生徒について火山噴出物の種類やでき方、火山

噴出物とマグマの関係についての学習目標につながる問いや問いにつながる萌芽が見取れた。

そこで、単元計画のうち、当初計画していた２時と３時を入れ替えた。当初の計画と異なり、

火山灰以外の火山噴出物も生徒が手に取って観察できるように用意し、様々な種類の火山噴出

に触れながら、火山噴出物とマグマの違いを関連付けて理解していくことを目指すことにした。

また、類型化した生徒のＯＰＰシートの記述については、授業開始時に学級で共有し、様々な

問いが生まれていることを価値づける指導（教師の評価）を行う。そして今後の単元の展開次

第で、共有した問いについて学びを深めていくことを確認する。 
 なお、当初実施予定だったマグマと火山灰に含まれる粒の色の特徴などについては、火山の

形とマグマの粘性に関連させて、次の時間に実施することにした。 
 具体的な単元の変更点は以下のとおりである。 

当 初 の

計画 
見 直 し

後 の 計

画 
ねらい・学習活動 重

点 
記

録 

２ ３ 

・モデル実験を行い、噴火によって火山が形成され、マグマの

粘性によって形が異なることを見いだす。 
・マグマの粘性によって、噴火の様子や火山噴出物の様子が異

なることを理解する。 
・火山噴出物の様子が、マグマの違いによって異なることを理

解する。 

思 〇 

３ ２ 
本時 

・火山噴出物とマグマの関係について理解する。 
・色合いの異なる火山灰等の観察を行い、粒の形や色に着目し

て観察する。 
（・火山灰に含まれる粒の特徴と火山の形の特徴を関連付けて

考察する。第３時に実施することに変更） 

知 ○ 

 
６ 本時の学習指導（本時 ２／７時） 

⑴ 目標 
〈知識及び技能〉色合いの異なる火山灰等を観察し、含まれる鉱物の粒の形や色について着目し、

スケッチなどで観察結果を記録することができる。 

事例のポイント②  
ＯＰＰシートで見取った生徒の学習目標を基にした単元計画の見直し 
※単元計画の見直しは各校の実態に十分配慮して行う。 

生徒ＤのＯＰＰシートの記述 



⑵ 展開 

学習活動 教師の働きかけ(〇)と 
予想される生徒の反応(・) 

指導上の留意点(・) 
評価規準(◇) 

１ 前時のＯＰＰシ

ートの記述を共有

する。 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の課題を設

定する。 
 
 
３ 火山噴出物につ

いて調べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 観察の見通しを

もつ。 
 
 
 
 
 
５ 観察を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇生徒に身に付けさせたい振り返りの視点がある

記述内容を取り上げ、価値付ける。 
〇本時の学習課題につながる記述内容を取り上

げ、生徒とともに学習課題をつくる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教科書やＩＣＴ端末を活用し、火山噴出物の種

類やでき方について調べ、まとめる。 
・火山噴出物にマグマが冷えて固まったもの、含

まれていた気体があることを理解する。 
〇色の異なる火山灰を提示し、生徒の関心を高め、

更なる探究に進めるように支援する。 
例：火山灰どうしの色や火山灰と他の火山噴出物

を比較する視点を与える。 
 
 
 
 
 
 

    

〇同じ火山灰で色が異なるのかについて予想を立

てることを促す。 
・含まれる粒の色が違うのではないか。 
・含まれる粒の大きさが違うのではないか。 
・土などで汚れているだけで、粒に違いはないの

ではないか。 
 
〇観察の方法を提示し、諸注意を行う。 
・ルーペや実体顕微鏡を用いて、火山灰を観察し、

結果をスケッチなどで記録する。 
〇観察結果のスケッチなどの記録や観察中の生徒

のつぶやきから、火山灰の粒の形や色に注目す

るように促す。 
火山灰を観察する生徒→ 
  
←火山灰以外を観察す 
  る生徒  

・生徒の記述に応

じて、前時の写真

や動画を提示す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・生徒とともに確

認しながら、火山

噴出物の種類や

でき方をまとめ

ていく。 
・火山灰は、火山噴

出物とマグマの

関係を確認して

から提示する。 
・生徒のつぶやき

などから火山灰

の観察へつなげ、

予想を促す。 
・事前に火山灰を

洗っておき、生徒

が洗う回数を短

縮して観察時間

を確保する。 
・風化していない

火山灰は指先を

切る危険性があ

るため、気をつけ

させる。 
◇【知・技】火山灰

に含まれる鉱物

を粒の形や色に

注目して記録し

ている。 
（全生徒記録・観

察レポート） 
 
 
 
 

【課題】火山が噴火する時に出てくるものは何だろうか 

事例のポイント②  
ＯＰＰシートの記述内容を共有し振り返りの視点を充実させるとともに、本時の学習の学習目標につながる見通しを

もたせる。※生徒の気付きや意見、問いを取り上げ、価値付ける指導（教師の評価）を行う。 

事例のポイント③  
ＯＰＰシートの記述か

らの支援計画の立案 
※５⑵①の生徒の記述

から立案した支援計

画 

編Ｐ76指導計画作成の留意事項⑵ 

編Ｐ76指導計画作成の

留意事項⑹ 

編Ｐ76指導計画作成の

留意事項⑹ 

編Ｐ76指導計画作成の

留意事項⑴ 

事例のポイント④  
ＩＣＴ端末を活用した調べ学習 



６ 観察結果から考

察する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 本時のまとめを

する。 
 
 
 
 
 
 
８ 本時の振り返り

をする。 

〇各班の顕微鏡写真やスケッチを、ＩＣＴ端末を

活用して共有する。 
 
 
 
 
 

 
 
 
〇なぜ、火山灰の色が異なっているのかを考察さ

せる。 
・火山灰に含まれる粒の色の違いが火山灰の色の

違いに関係している。 
・火山灰の粒はマグマが冷え固まってできたもの

だから、マグマに違いがあるのではないか。 
 
 
 
 
〇火山灰の観察でみられた粒のうち、結晶になっ

ているものを鉱物ということを確認する。 
・マグマに違いがあり、火山灰の色などが違って

くるのではないかと仮説をもつ。 
〇ＯＰＰシートに本時の振り返りを記入させる。 
・マグマが噴火して冷えるといろいろな火山噴出

物ができる。 
・マグマの違いは何によって生じるのか。 
 

・観察結果や本時

の学びを生かし

て考察できるよ

うに支援する。 
・ＩＣＴ端末のカ

メラ機能を使っ

て撮影したもの

を活用してもよ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・生徒の言葉でま

とめさせる。 
 
 
・回収後、生徒の学

習成果や学習目

標を見取り、授業

改善に生かす。 

 
 
⑶ 板書計画 

 
課題 火山が噴火する時に出てくるものは何だろうか 
火山噴出物 マグマが冷え固まる           観察 火山灰の粒 

       ・溶岩、火山灰、軽石、火山弾など    結果 スケッチ各自   顕微鏡写真 
        他にも火山れき、スコリア 
        マグマに含まれる気体 
       ・火山ガス 
 火山灰で色が違うのはなぜだろう？ 
  ・含まれる粒の色が違う              考察 なぜ、火山灰の色が異なっているのか 
  ・踏まれる粒の大きさが違う            まとめ（生徒は自分の言葉でまとめる） 
  ・土での汚れが違うだけ               火山が噴火する時に出てくるものは… 
 

 
 
 
 
 
 

火山が噴火する時に出てくるものは火山噴出物と呼ばれ、マグマが冷え

て固まったものやマグマに含まれていた気体がある。冷え固まったもの

には様々な種類があり、大きさなどで分類できる。 

事例のポイント① ② ③  
ＯＰＰシートの記述の時間を５分程度確保し、じっくりと記入させる。 

生徒のスケッチや撮影した画像は、 
スクリーン等に投影する 

事例のポイント④  
ＩＣＴ端末を活用した 
観察結果の共有 



７ 実践をする上でのポイントと考察 

ＯＰＰシートについて 

 本事例で活用するＯＰＰシートは、一枚ポートフォリオ評価（One Page Portfolio Assessment、
以下、ＯＰＰＡと略記）論に基づいている。学習前と後での「本質的な問い」への回答欄、毎授業

の最後に解答する「学習履歴欄」、学習後の「自己評価」欄を設けている。単元を通して、生徒自身

がＯＰＰシートへの記入を継続して行うことで、授業ごとに自己の成長を実感し、教師は生徒の学

びから自身の授業を振り返って授業改善に取り組んでいくことができる。 
 このＯＰＰシートを活用し、本実践では生徒の学習過程を見取るうえで以下の２つの視点を大切

にした。また、本実践執筆者の学校にて使用しているＯＰＰシート（紙面で使用している形式）を

示す。 
  
〇 生徒の学習成果を見取る視点 
  授業毎に学習履歴欄に今日の授業で１番大切だと思ったことを記入させる。この記述は個々

の学習成果であり、生徒自身は自身の学びを自己評価することができる。また、教師は個々の

学びを見取り、必要に応じて適切なフィードバックを行っていく。また、この記述を活用し

て、教師自身が実施した授業への自己評価を行い、授業改善につなげることができる。単元の

終末には「本質的な問い」への学習後の回答、学習後の「自己評価」を記入させることで、単

元全体についても授業毎と同様に学習成果を基に、生徒は自己評価、教師は生徒の学びの見

取りと自身の授業改善を行うことができる。 
〇 生徒の学習目標を見取る視点 
  「本質的な問い」への学習前の回答や学習履歴欄記入から、それぞれの生徒がもつ学習目標

を見取る。教師が生徒の学習目標を把握することで、必要に応じて、単元の指導計画の順序を

生徒に最適化させることができる。これによって、学習者である生徒が主体的に学習に取り

組めるようになる。また、学習目標を見取ることで教師の授業における支援や学びを促す言

葉かけの計画を立てる根拠にもなる。 
 

事例のポイント①  

 ５⑵①～③に示したように生徒の学習履歴欄への記述内容から

生徒の学習成果を見取っていく。このとき、生徒の記述の内容が必

ずしも授業の課題（教師の指導目標）と関連したものになるとは限

らない。しかし、その内容が生徒にとって、本時で「一番大切だ」

と認識し、表現しているものだと捉えると、教師の指導目標と照ら

して生徒が授業をどう受け止めたかを教師自身が振り返ることが

できる。 
 生徒へ行うフィードバックについては、生徒が自らの学びの本質

やその価値を自覚化していけるように意図して実践を行った。本実

践の生徒ではないが、本実践を継続することで授業のまとめだけで

なく、右の記述のように、学習方略や学ぶ意義といった、教科での

学習内容を超えた学びの本質にせまる内容につながるものが増え、

１時間の授業で多くの学びがあることを自覚化していくことがで

きた事例もあった。ただし、このフィードバックは教師にとって負

担にならない範囲で行っていくことが大切である。慣れないうちは

生徒の記述全てに具体的な言葉のフィードバックを行いたくなっ

てしまうが、本事例でも５⑵①～③に示したようにポイントを絞っ

て、下線のみのフィードバックも取り入れている。 
 
 

班で話し合う意義や結果を共有して学ぶ意義に

つながる記述が見られるようになっている 



事例のポイント②  

 ５⑵①～③に示したように学習履歴欄への記述内容から生徒の学習目標を把握していく。教師が授業

を行うなかで指導目標をもって臨むことは当たり前であるが、生徒は一人一人がもつ学習目標と教師の

指導目標とが合致するとは限らない。指導事項との両立を図りながら、できる限り生徒の学習目標にも

寄り添って授業を実施していくことは「個別最適な学び」を意識するうえで欠かせない視点である。 
 そこで本実践では、学級における多くの生徒の学習目標に寄り添うことで、指導計画を改善した。こ

れは多数決に基づいて指導計画を変更したわけではなく、生徒自身が学びたいと思っていることを取り

上げることで、自ら学ぶ姿勢とその価値を指導するためである。このような教師の働きかけにより、生

徒にとって「課題を与えられる授業」から「生徒が求める学びがある授業」を実現していきたいと考え

た。 
 本実践では、教師の指導目標が生徒の学習目標よりも優先される形で指導計画が立案されているが、

そのなかでも第６時のように生徒が自由に探究できる時間を確保している。この実践のなかで授業展開

の複線化を検討する必要性を感じた。第６時のような自由探究を基本に単元を組み立てることもできる

であろう。ただし、指導事項との両立を考えると単元の時数が増加してしまうので、年間を通しての計

画が必要である。 
 

事例のポイント③  

 事例のポイント①②で挙げた生徒の学習成果、生徒の学習目標から授業における支援計画を立てる。

また、この支援計画に基づいて生徒の学びを見取っていくため、授業における生徒の学習過程を見取り

やすくなる。特に事例のポイント②で示したように、生徒によって学習目標が異なるなか、授業では特

定の課題が設定されることが多い。教師が提示する課題にギャップを感じている可能性がある生徒を把

握できているため、これまで感覚的に行っていた学習に課題を抱える生徒への支援に加え、生徒のＯＰ

Ｐシートへの記述を根拠にした支援が可能になった。 
 ただし、事例のポイント①でも挙げた通り、教師にとって負担にならない範囲で行っていくことが大

切である。全ての生徒の記述を完全に把握して支援することは現実的ではないので、フィードバックを

行いながら、気になった生徒を意識することから始めていくことが大切であろう。 
 

事例のポイント④ 

 教科書の内容と併せて、単元や場面に応じてＩＣＴ端末を活用した調べ学習を行うことで、学習

内容について多面的に理解することができ、主体的な学びにつなげることができる。 
 また、ＩＣＴ端末活用の利点として、リアルタイムで情報共有を行えることが挙げられる。観察

記録や実験結果の共有は、より客観的に記録や結果を読み取ることにつながる。 
 これらのことを通して、生徒の情報活用能力の向上につなげたい。 
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                           学習前                   学習後 
                           「地球」とは何だろうか。          「地球」とは何だろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                           学習を振り返って 

学習前・中・後を振り返って，何がわかりましたか。また，

今回の学びを通してあなたは何がどのように変わりました

か？また，そのことについてあなたはどのように思います

か？感想でも構いませんので自由に書いてください。  

本質的な問い 

自己評価 



 

学習履歴欄 


